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(57)【要約】

【課題】一枚のシート状基材の要所の折り曲げ，貼り着

けで形成され、梱包現場で容易に組み立てでき、十分な

収納機能を持った紙製収納箱を提供する。

【解決手段】中間壁２を折線８で折り曲げて底壁１上に

重ね、接着片１１を側壁５の内面に貼り着け、上縁壁３

を折線９で折り曲げて中間壁２上に重ね、接着片１４を

側壁１１の外面に貼り着けた状態に形成し、この状態で

製品の梱包現場に搬入する。梱包現場では折線６，７を

折り曲げて左右の側壁４，５を立上げるだけで箱形状の

紙製収納箱Ａを組立てることが出来る。
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【実用新案登録請求の範囲】

【請求項１】　紙製板材からなる一枚のシート状基材

（ａ）の要所の折り曲げと貼り着けにより、少なくとも

底壁（１）と、該底壁の上方に位置する中間壁（２）

と、該中間壁の上方に位置する上縁壁（３）と、左右の

側壁（４，５）を有すると共に、前記上縁壁と中間壁の

間及び中間壁と底壁の間に、物品収納用の複数の凹部を

有する箱形状に組み立てられる紙製収納箱であって、

底壁（１）の左右側縁に折線（６，７）を介して左右の

側壁（４，５）を連接し、一方の側壁（４）の外縁に折

線（８）を介して中間壁（２）を連設し、他方の側壁

（５）の外縁に折線（９）を介して上縁壁（３）を連設

し、

中間壁（２）の外縁には折線（１０）を介して一方の接

着片（１１）を連設すると共に、該一方の接着片の内面

には前記他方の側壁（５）の内面に接着する接着代（１

２）を備え、

上縁壁（３）の外縁には折線（１３）を介して他方の接

着片（１４）を連設すると共に、該他方の接着片の内面

には、前記一方の側壁（４）の外面に接着する接着代

（１５）を備え、

中間壁（２）を折線（６）で折り曲げて底壁（１）上に

重ねると共に、一方の接着片（１１）を他方の側壁

（５）の内面に貼り着け、

上縁壁（３）を折線（９）で折り曲げて前記の如く折り

曲げた中間壁（２）上に重ねると共に、他方の接着片

（１４）を一方の側壁（４）の外面に貼り着け、

さらに折線（７，８，１０，１３）を折り曲げて左右の

側壁（４，５）を立上げて箱形状に組立てるよう構成し

た紙製収納箱。

【請求項２】　中間壁（２）と上縁壁（３）に切線と折

線を所定箇所に複数設けて凹部形成片（２２，３２）を

形成し、それら凹部形成片を折線に沿って内側へ折り曲

げて、上縁壁と中間壁の間及び中間壁と底壁の間に物品

収納用の複数の凹部（２３，３３）を形成するよう構成

した請求項１記載の紙製収納箱。

【図面の簡単な説明】

【図１】展開状態を示す斜視図。

【図２】組み立て途中状態示す斜視図。

【図３】組み立て途中状態示す斜視図。

【図４】組立て途中状態を示す斜視図。

【図５】組立て途中状態を示す斜視図。

【図６】組立て完了状態を示す斜視図。

【図７】図６の（Ｘ）－（Ｘ）線に沿う拡大断面図。

【符号の説明】

Ａ：紙製収納箱

ａ:シート状基材

１：底壁

２：中間壁

３：上縁壁

４：一方の側壁

５：他方の側壁

６，７，８，９，１０，１３：折線

１１：一方の接着片

１４：他方の接着片

１２，１５：接着代

２２，３２：凹部形成片

２３，３３：凹部

【図１】 【図３】
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【図２】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】
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【考案の詳細な説明】

　　【０００１】

　【考案の属する技術分野】

　本考案は、例えばパソコンや携帯電話その他の各種電子応用機器などの付属機

器などを収納するための複数の収納凹部を備えた紙製の収納箱に関する。

　　【０００２】

　【従来の技術】

　例えば、パソコンにデータを取り込むためのスキャナーなどの付属機器は、ス

キャナー本体とその付属部品に加え、その作動用プログラムを格納したフロッピ

ーディスクやCD-ROM、取り扱い説明書などと共に紙製の外箱（化粧箱）に収納さ

れて販売されている。

　このように多数の物品を一つの外箱内に収納する場合、従来においては、ウレ

タンフォームや発泡スチロール製の収納箱が用いられていたが、近年では廃棄後

の処理が難しく環境に対する悪影響が懸念され、使用を制限する方向にある。

　　【０００３】

　このような樹脂製収納箱の代替品として近年、段ボール等の紙製板材からなる

シート状基材を折り曲げて組み立てる紙製収納箱が各種提案されているが、従来

の紙製収納箱は、組立てに際し複数箇所の折り曲げや貼り着けが必要であり、組

立てに手間がかかるという問題があった。

　このような状況に対し、製品の梱包現場で容易に組み立てることができる紙製

収納箱が要望されている。

　　【０００４】

　本考案は上述したような従来事情に鑑みなされたもので、その目的とする処は

、一枚のシート状基材の要所の折り曲げ，貼り着けで形成されると共に、梱包現

場において容易に組み立てることが出来、また十分な収納能力を備えた紙製収納

箱を提供することにある。

　　【０００５】

　【課題を解決するための手段】

　上述の目的を達成するために、本考案の請求項１に係る紙製収納箱は、紙製板
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(6) 実登３０７０２５３

材からなる一枚のシート状基材の要所の折り曲げと貼り着けにより、少なくとも

底壁と、該底壁の上方に位置する中間壁と、該中間壁の上方に位置する上縁壁と

、左右の側壁を有すると共に、前記上縁壁と中間壁の間及び中間壁と底壁の間に

、物品収納用の複数の凹部を有する箱形状に組み立てられる紙製収納箱であって

、

　底壁の左右側縁に折線を介して左右の側壁を連接し、一方の側壁の外縁に折線

を介して中間壁を連設し、他方の側壁の外縁に折線を介して上縁壁を連設し、

　中間壁の外縁には折線を介して一方の接着片を連設すると共に、該一方の接着

片の内面には前記他方の側壁の内面に接着する接着代を備え、

　上縁壁の外縁には折線を介して他方の接着片を連設すると共に、該他方の接着

片の内面には、前記一方の側壁の外面に接着する接着代を備え、

　中間壁を折線で折り曲げて底壁上に重ねると共に、一方の接着片を他方の側壁

の内面に貼り着け、

　上縁壁を折線で折り曲げて前記の如く折り曲げた中間壁上に重ねると共に、他

方の接着片を一方の側壁の外面に貼り着け、

　さらに折線を折り曲げて左右の側壁を立上げて箱形状に組立てられることを要

旨とする。

　　【０００６】

　このような構成によれば、予め、中間壁（２）を折線（６）で折り曲げて底壁

（１）上に重ねると共に、一方の接着片（１１）を他方の側壁（５）の内面に貼

り着け、さらに上縁壁（３）を折線（９）で折り曲げて前記の如く折り曲げた中

間壁（２）上に重ねると共に、他方の接着片（１４）を一方の側壁（４）の外面

に貼り着けた状態、すなわち、偏平な折り畳み状態に形成し、この状態で製品の

梱包現場に搬入すれば、梱包現場においては、折線（７，８，１０，１３）を折

り曲げて左右の側壁（４，５）を立上げるだけで箱形状の紙製収納箱（Ａ）を組

立てることが出来る。

　　【０００７】

　また本考案の請求項２では、請求項１の構成に加え、中間壁（２）と上縁壁（

３）に切線と折線を所定箇所に複数設けて凹部形成片（２２，３２）を形成し、
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それら凹部形成片を折線に沿って内側へ折り曲げて、上縁壁と中間壁の間及び中

間壁と底壁の間に物品収納用の複数の凹部（２３，３３）を形成するようにした

ことを要旨とする。

　　【０００８】

　このように構成した場合、請求項１に係る作用で述べたように箱形状の紙製収

納箱（Ａ）を組立てた後、さらに凹部形成片（２２，３２）を折線に沿って内側

へ折り曲げるだけで、上縁壁と中間壁の間及び中間壁と底壁の間に物品収納用の

複数の凹部（２３，３３）を形成することができる。

　　【０００９】

　本考案に係る紙製収納箱は、この種技術分野で周知な紙製板材からなるシート

状基材の要所の折り曲げと貼り着けにより作製されるが、該紙製板材としては通

常積層段ボールが用いられているが、これに限定されるものではない。

　　【００１０】

　【考案の実施の形態】

　以下、本考案の実施の形態の一例を図面に基づいて説明する。

　本例の紙製収納箱Ａの組立て完成状態は図６に示されるが、その組立て順序を

図１～図５にそって説明する。

　　【００１１】

　図１は紙製収納箱Ａの展開状態におけるシート状基材ａを示す。

　シート状基材ａは、底壁１を中心として、その左右側縁に折線６，７を介して

左右の側壁４，５が連接される。

　一方の側壁４の外縁には折線８を介して中間壁２が連設され、他方の側壁５の

外縁には折線９を介して上縁壁３が連設される。

　　【００１２】

　中間壁２の外縁には折線１０を介して一方の接着片１１が連設され、該一方の

接着片１１の内面には他方の側壁５の内面に接着する接着代１２を設ける。

　　【００１３】

　上縁壁３の外縁には折線１３を介して他方の接着片１４が連設され、該他方の

接着片１４の内面には、一方の側壁４の外面に接着する接着代１５を設ける。
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(8) 実登３０７０２５３

　　【００１４】

　上述した中間壁２には、切線２０と折線２１を所定箇所に複数設けて凹部形成

片２２を複数形成し、それら凹部形成片２２を折線２１に沿って内側へ折り曲げ

ることで、中間壁２と底壁１の間に物品収納用の複数の凹部２３を形成し得るよ

うにする。

　　【００１５】

　上縁壁３には、切線３０と折線３１を所定箇所に複数設けて凹部形成片３２を

複数形成し、それら凹部形成片３２を折線３１に沿って内側へ折り曲げることで

、上縁壁３と中間壁２の間に物品収納用の複数の凹部３３を形成し得るようにす

る。

　　【００１６】

　また上縁壁３には、前後どちらかの縁部、本例では後縁部分に折線３４を介し

て蓋板３５を連接する。

　　【００１７】

　図中の符号４０は、上述した凹部形成片２２，３２の下縁部分に設けた係止凸

部で、これら係止凸部４０は、底壁１又は中間壁２の対応する箇所に設けた係止

凹部４１に差込係合することで、夫々の凹部形成片２２，３２の折り込み状態を

保持し得るよう形成する。

　　【００１８】

　このように形成されたシート状基材ａにおいて、中間壁２を折線６で折り曲げ

て底壁１上に重ねると共に、一方の接着片１１における接着代１２を接着剤等で

他方の側壁５の内面に貼り着け（図１～図２参照）、次いで上縁壁３を折線９で

折り曲げて前記の如く折り曲げた中間壁２上に重ねると共に、他方の接着片１４

における接着代１５を接着剤等で一方の側壁４の外面に貼り着け（図２～図３参

照）、図３に示すような偏平折り畳み状の中間基材ａ＇を形成する。

　　【００１９】

　この中間基材ａ＇の作製は収納箱の成形現場で行なわれ、該中間基材ａ＇を物

品の梱包現場に搬送する。

　物品の梱包現場においては、折線７，８，１０，１３を折り曲げて左右の側壁
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４，５を立上げれば、箱形状の紙製収納箱Ａを組立てることができる（図４～図

５参照）。

　さらに蓋板３５を折線３４に沿って下方へ折り曲げ、蓋板３５先端に設けた差

込み片３６を折線３７に沿って内側へ折り曲げて底壁１上に差込むことで、紙製

収納箱Ａの組立て状態を保持することができる。

　その後、夫々の凹部形成片２２，３２を折線２１，３１に沿って内側へ折り曲

げることで、上縁壁３と中間壁２の間及び中間壁２と底壁１の間に、物品収納用

の凹部２３，３３が形成される。

　　【００２０】

　物品収納用の凹部２３，３３は、折線２１，３１と切線２２，３２を設ける箇

所と数によってその大きさや深さを適宜に設定できる。

　本例においては、パソコンにデータを取り込むためのスキャナー本体と付属部

品に加え、その作動用プログラムを格納したフロッピーディスクやCD-ROM、取り

扱い説明書などを収納する紙製収納箱Ａを示し、物品収納用の凹部２３，３３は

これらの物品を収納可能なように構成される。

　　【００２１】

　【考案の効果】

　本考案は以上説明したように構成したので、下記の効果を有する。

　請求項１に係る紙製収納箱は、一枚のシート状基材の要所の折り曲げと貼り着

けにより、偏平な折り畳み形状に予め形成され、この状態で製品の梱包現場に搬

入することで、梱包現場においては、折線を折り曲げて左右の側壁を立上げるだ

けの極めて容易な作業により箱形状の紙製収納箱を組立てることが出来る。

　　【００２２】

　請求項２に係る紙製収納箱は、前記の如く箱形状の紙製収納箱を組立てた後、

さらに凹部形成片を折線に沿って内側へ折り曲げるだけで、上縁壁と中間壁の間

及び中間壁と底壁の間に物品収納用の複数の凹部を形成することができる。

　よって、梱包現場において容易に組み立てることが出来ると共に、十分な収納

能力を備えた紙製収納箱を提供することができた。
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